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1. はじめに  

物理測地課では，2 か所の測地観測所（鹿野山，水沢）及び 10 か所の地磁気連続観測点において，

フラックスゲート型三成分磁力計（以下「三成分磁力計」という．）による地磁気変化観測を連続的に

行っている．一般的に地磁気の観測方法は，全磁力計による地磁気ベクトルの絶対値の観測と三成分

磁力計による地磁気直交三成分の変化値を観測する方法の 2 種類がある．地磁気変化観測は，原理的

に地磁気の絶対値を測定することができないことから，地磁気の絶対値の算出を目的とした絶対観測

を併用する必要があり，測地観測所においては 2 か月に 1 回，地磁気連続観測点においては年に 1 回

絶対観測を行い，基線値を求めて地磁気の絶対値を算出している．基線値とは，絶対観測で得た値か

ら地磁気変化観測で得た値を差し引いた値をいう． 

現在，観測作業の効率化の観点から絶対観測の頻度の低減の可能性を模索しているが，絶対観測の

頻度を低減した場合においても，絶対値の品質が低下しないようにする必要がある．そこで，三成分

磁力計の傾斜及び温度変化に対する基線値の変化を補正するモデルの作成を検討している．令和 5 年

度は，三成分磁力計の傾斜に対して変化する基線値の補正方法について検討し，今年度は，三成分磁

力計のセンサー温度による基線値の補正が可能か検討するため，センサー温度に対する基線値の変化

を調査する試験観測を行った．  

 

2. 研究内容  

令和 4 年度に，2 か所の測地観測所及び 10 か所の地磁気連続観測点に設置されている観測装置を更

新し，三成分磁力計「FRG-604RC」を導入した．この FRG-604RC は，センサー温度の記録が可能であ

る．そこで，国内で最も高精度かつ高頻度（週 1 回）に絶対観測を行っているため多数の基線値を求

めることができる気象庁地磁気観測所において，令和 5 年度から FRG-604RC を使用した試験観測を

開始し，絶対観測の結果から基線値を求め，センサー温度の変化に対する基線値の変化を調査した． 

2.1 調査方法 

調査は，2024 年 1 月 10 日から 2024 年 8 月 1 日の間の約 7 か月間にわたって行い，そのうち三成分

磁力計の観測データにノイズが入っている期間は評価から除外した．三成分磁力計は地下一階に設置

しており，調査期間中のセンサー温度の変化は，最大で約 16℃だった．  

基線値は，式 1-1 から式 1-3 を用いて三成分磁力計の傾斜による影響を補正している． 及び

はそれぞれ三成分磁力計の X 成分及び Z 成分の観測値であり， は三成分磁力計の X 軸方向の傾斜

量（南下がりが正）， は三成分磁力計の Y 軸方向の傾斜量（西下がりが正）である．傾斜量は，セン

サーに内蔵された電気式水管傾斜計で測定している． 
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= sin    （式 1-1） 

= sin    （式 1-2） 

= − sin   （式 1-3） 

（ただし，三成分磁力計の X 軸が磁北を向いており， < 5’， < 5’，三成分磁力計の観測最小位を

0.1 nT とする．） 

 

3. 調査結果  

調査期間中の基線値及びセンサー温度を図-1 に示す．基線値の水平分力 H 及び偏角 D は，センサ

ー温度の上昇に伴い減少する傾向が見られる．基線値の鉛直分力 Z は水平分力 H 及び偏角 D と比較

すると，センサー温度によらない変化が見られる． 

三成分磁力計の観測値は，三成分磁力計の傾斜やセンサー温度のほかに，地中温度による土壌の磁

化強度の変化の影響を受けることが報告されており（三島ほか，2011），その影響は適切な深さの地中

温度を用いて補正できる場合がある（大和田ほか，2013）．そのため，基線値の鉛直分力 Z に見られる

センサー温度によらない変化は，地中温度の変化を加味することで補正できる可能性がある．  

 

4. まとめ  

絶対観測の頻度の見直しを目的として，気象庁地磁気観測所において三成分磁力計「FRG-604RC」

を使用した試験観測を行い，三成分磁力計のセンサー温度に対する基線値の変化を調査した．基線値

の水平分力 H 及び偏角 D は，センサー温度の上昇に伴い基線値が減少する傾向が見られたが，鉛直分

力 Z はセンサー温度によらない基線値の変化があった．この変化は，地中温度を加味することで補正

できる可能性がある．  
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図-1 基線値の水平分力 H，偏角 D，鉛直分力 Z 及びセンサー温度 
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